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地
域
銀
行
を
メ
イ
ン
バ
ン
ク
と
す
る
I

P

O
企
業
の
特
徴

船　

岡　

健　

太

一
、
は
じ
め
に

　

近
年
、
証
券
取
引
所
と
地
方
銀
行
が
新
規
株
式
公
開

（InitialPublicO
fferings;IPO

）
の
促
進
な
ど
に
つ
い

て
基
本
協
定
を
締
結
す
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
い
。
例
え

ば
、
東
京
証
券
取
引
所
（
以
下
、
東
証
と
す
る
）
に
お
い

て
は
、
昨
年
の
一
〇
月
に
京
都
銀
行
や
四
国
ア
ラ
イ
ア
ン

ス
（
四
国
四
県
の
地
方
銀
行
で
あ
る
阿
波
銀
行
、
百
十
四

銀
行
、
伊
予
銀
行
、
お
よ
び
四
国
銀
行
に
よ
る
提
携
）
と

基
本
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。
ま
た
、
東
証
で
は
、
こ
れ

ら
の
協
定
を
結
ん
だ
地
方
銀
行
と
共
催
の
形
で
、
そ
の
銀

行
の
営
業
エ
リ
ア
に
お
い
て
、
上
場
に
関
心
の
あ
る
企
業

に
対
し
て
Ｉ
Ｐ
Ｏ
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
す
る
こ
と
も
行
っ
て

い
る
。
こ
の
証
券
取
引
所
と
地
方
銀
行
と
の
連
携
の
動
き

は
、
地
方
証
券
取
引
所
に
お
い
て
も
見
ら
れ
、
昨
年
一
一

月
に
福
岡
証
券
取
引
所
は
九
州
・
沖
縄
の
地
方
銀
行
一
二

行
と
地
域
企
業
の
上
場
支
援
で
協
力
協
定
を
結
ん
で
い

る
。

　

こ
の
よ
う
な
証
券
取
引
所
と
地
方
銀
行
の
連
携
が
本
格

的
に
始
動
す
る
こ
と
に
先
立
ち
、
本
稿
で
は
、
地
域
銀
行

を
メ
イ
ン
バ
ン
ク
と
す
る
Ｉ
Ｐ
Ｏ
企
業
は
、
ど
の
よ
う
な
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特
徴
を
有
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
本
稿
に

お
け
る
「
地
域
銀
行
」
は
、
全
国
地
方
銀
行
協
会
所
属
の

「
地
方
銀
行
」
と
第
二
地
方
銀
行
協
会
所
属
の
「
第
二
地

銀
」
を
含
め
て
い
る
。

　

本
稿
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
次
節

に
お
い
て
は
一
九
九
八
年
か
ら
二
〇
一
七
年
の
二
〇
年
間

の
Ｉ
Ｐ
Ｏ
企
業
の
本
社
所
在
地
を
東
京
と
東
京
以
外
（
地

方
）
に
分
類
し
、
地
方
で
Ｉ
Ｐ
Ｏ
を
実
施
し
た
企
業
の
特

徴
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
第
三
節
で
は
地
方
に
お
け
る
Ｉ

Ｐ
Ｏ
企
業
の
メ
イ
ン
バ
ン
ク
に
着
目
し
た
分
析
を
行
う
。

最
後
の
第
四
節
で
は
、
今
後
の
研
究
の
展
望
に
つ
い
て
述

べ
る
。二

、
地
方
に
お
け
る
Ｉ
Ｐ
Ｏ
企
業
の
特

徴

　

本
稿
に
お
け
る
サ
ン
プ
ル
企
業
は
、
一
九
九
八
年
か
ら

二
〇
一
七
年
に
か
け
て
ジ
ャ
ス
ダ
ッ
ク
（
二
〇
〇
四
年
一

二
月
の
証
券
取
引
所
化
以
前
は
店
頭
登
録
市
場
）、
マ

ザ
ー
ズ
、
ヘ
ラ
ク
レ
ス
（
開
設
当
初
の
ナ
ス
ダ
ッ
ク
ジ
ャ

パ
ン
を
含
む
）、
お
よ
び
地
方
証
券
取
引
所
（
本
則
お
よ

び
ベ
ン
チ
ャ
ー
市
場
を
含
む
）
に
お
い
て
新
規
株
式
公
開

を
実
施
し
た
企
業
を
対
象
と
し
て
い
る
。
サ
ン
プ
ル
期
間

に
お
い
て
は
、
二
〇
〇
〇
年
に
新
潟
証
券
取
引
所
と
広
島

証
券
取
引
所
が
東
証
と
合
併
、
二
〇
〇
一
年
に
京
都
証
券

取
引
所
が
東
証
と
合
併
し
て
い
る
。
ヘ
ラ
ク
レ
ス
に
つ
い

て
は
、
二
〇
〇
〇
年
の
市
場
開
設
当
初
は
ナ
ス
ダ
ッ
ク

ジ
ャ
パ
ン
と
し
て
大
阪
証
券
取
引
所
に
開
設
さ
れ
た
が
、

二
〇
〇
二
年
に
ナ
ス
ダ
ッ
ク
と
同
取
引
所
の
提
携
が
解
消

さ
れ
、
同
年
一
二
月
に
ニ
ッ
ポ
ン
・
ニ
ュ
ー
・
マ
ー
ケ
ッ

ト
・
ヘ
ラ
ク
レ
ス
に
名
称
変
更
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ヘ

ラ
ク
レ
ス
は
二
〇
一
〇
年
に
ジ
ャ
ス
ダ
ッ
ク
市
場
と
の
統

合
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

図
表
１
は
、
分
析
対
象
企
業
を
市
場
別
お
よ
び
地
域
別
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に
分
類
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
東
京
都
に
本
社
を
置
く

企
業
は
九
八
四
社
で
あ
り
全
体
の
約
六
割
を
占
め
る
。
東

京
都
以
外
に
本
社
を
置
く
企
業
は
六
七
九
社
で
あ
り
、
全

体
に
占
め
る
比
率
は
約
四
割
と
な
っ
て
い
る
。
東
京
都
以

外
の
エ
リ
ア
に
お
い
て
は
、
関
東
（
茨
城
、
栃
木
、
群

馬
、
埼
玉
、
千
葉
、
神
奈
川
）
が
一
六
四
社
（
九
・
八

三
％
）
と
最
も
多
く
、
大
阪
府
の
一
三
九
社
（
八
・
三

三
％
）、
愛
知
県
の
八
八
社
（
五
・
二
七
％
）
と
続
く
。

今
回
の
分
類
に
お
い
て
最
も
Ｉ
Ｐ
Ｏ
企
業
が
少
な
い
の
は

四
国
で
あ
り
、
そ
の
社
数
は
一
二
社
（
〇
・
七
二
％
）
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
日
本
企
業
に
加
え
て
、
サ
ン
プ

ル
期
間
中
に
は
外
国
籍
企
業
が
六
社
（
〇
・
三
六
％
）
存

在
す
る
。

　

図
表
２
で
は
、
東
京
都
以
外
に
本
社
を
置
く
企
業
六
七

九
社
と
東
京
都
に
本
社
を
置
く
企
業
九
八
四
社
の
比
較
を

行
っ
て
い
る
。
本
稿
が
注
目
す
る
東
京
都
以
外
に
本
社
を

置
く
企
業
の
特
徴
を
以
下
に
記
す
。
ま
ず
、
パ
ネ
ル
Ａ
の

図表１　本社所在地別の IPO企業数（1998－2017年）
ジャスダック マザーズ ヘラクレス 地方証取 地域別計 比率（％）

東京都 435 388 133 28 984 58.96
北海道 13 4 4 11 32 1.92
東北計 21 4 0 1 26 1.56
関東計 108 33 15 8 164 9.83
中部計 50 10 1 4 65 3.89
愛知県 50 14 7 17 88 5.27
近畿計 34 9 10 0 53 3.18
大阪府 64 32 39 4 139 8.33
中国計 22 7 3 6 38 2.28
四国計 9 2 1 0 12 0.72
九州沖縄計 28 16 3 15 62 3.71
外国籍企業 0 5 1 0 6 0.36
合計 834 524 217 94 1669 100.00

（注）　1998年から2017年において新規株式公開を実施した企業が対象。地方証取（地方証券取引所）
は、東京証券取引所および大阪証券取引所以外の証券取引所に単独上場した企業（本則およびベ
ンチャー市場ともに）をカウントしている。2017年のマザーズにおけるテックポイント社の
JDR（日本預託証券）を含んでいる。東北＝青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島。関東＝茨
城、栃木、群馬、埼玉、千葉、神奈川。中部＝新潟、富山、石川、福井、山梨、長野、岐阜、静
岡、三重。近畿＝滋賀、京都、兵庫、奈良、和歌山。中国＝鳥取、島根、岡山、広島、山口。四
国＝徳島、香川、愛媛、高知。九州沖縄＝福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄。

〔出所〕　ディスクロージャー実務研究会編『株式公開白書』各年版より作成。
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図表２　IPO企業の特徴（東京以外と東京に本社を置く企業の比較）
非東京本社企業（679） 東京本社企業（984） 検定
平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 t値
中央値 中央値 z値

パネルＡ：新規株式公開企業の特徴に関する基本統計量

自己資本比率（％）
36.93 20.2 43.55 27.8 －5.63 ＊＊＊

33.70 41.95 －6.02 ＊＊＊

経営者年齢（年）
53.32 11.42 48.65 12.03 8.02 ＊＊＊

54.00 47.00 9.02 ＊＊＊

企業年齢（年）
24.41 23.26 15.67 21.03 7.83 ＊＊＊

20.10 11.02 12.65 ＊＊＊

経常利益率（％）
2.51 61.2 6.08 51.57 －1.25
6.26 8.16 －5.02 ＊＊＊

公開価格による時価総額（億円）
92.82 286.13 163.70 484.32 －3.74 ＊＊＊

43.48 58.80 －6.46 ＊＊＊

時価簿価比率（倍）
12.12 132.83 16.50 61.64 －0.80
3.28 6.19 －11.24 ＊＊＊

ベンチャーキャピタル保有比率（％）
9.58 12.87 12.87 43.77 －2.22 ＊＊

4.58 5.25 －1.00
パネルＢ：新規株式公開のディールに関する基本統計量

初期収益率（％）
64.16 93.54 88.73 112.87 －4.83 ＊＊＊

27.50 54.45 －4.55 ＊＊＊

上場時調達額（億円）
16.57 32.66 28.18 80.2 －4.08 ＊＊＊

8.53 10.85 －5.38 ＊＊＊

8.00 8.00 －1.98 ＊＊

（注）　t 値は平均値の差の検定に基づく t 統計量である。z 値はマンホイットニーの U 検定に基づく
z 統計量である。＊＊＊１％で有意、＊＊５％で有意、＊10％で有意。

〔出所〕　ディスクロージャー実務研究会編『株式公開白書』各年版より作成。
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Ｉ
Ｐ
Ｏ
企
業
の
特
徴
か
ら
概
観
す
る
こ
と
に
す
る
。
自
己

資
本
比
率
（
総
資
本
に
占
め
る
自
己
資
本
の
割
合
）
に
関

し
て
は
、
東
京
本
社
企
業
が
平
均
値
で
四
三
・
五
五
％
と

非
東
京
本
社
企
業
の
三
六
・
九
三
％
よ
り
も
有
意
に
高

い
。
こ
の
自
己
資
本
比
率
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
企
業
年

齢
（
企
業
設
立
か
ら
Ｉ
Ｐ
Ｏ
ま
で
の
経
過
年
数
）
が
東
京

企
業
と
非
東
京
企
業
で
異
な
る
こ
と
に
よ
り
違
い
が
生
じ

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

企
業
年
齢
に
関
し
て
は
、
東
京
企
業
と
非
東
京
企
業
で

は
、
平
均
値
お
よ
び
中
央
値
の
両
者
に
お
い
て
一
〇
年
程

度
の
大
き
な
差
が
存
在
す
る
。
中
央
値
で
み
た
場
合
、
東

京
企
業
は
設
立
か
ら
一
一
年
で
Ｉ
Ｐ
Ｏ
に
到
達
し
て
い
る

の
に
対
し
て
、
非
東
京
企
業
は
Ｉ
Ｐ
Ｏ
時
に
お
い
て
企
業

設
立
か
ら
二
〇
年
の
期
間
を
要
し
て
い
る
。
東
京
企
業

は
、
Ｉ
Ｐ
Ｏ
時
に
お
け
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
株

式
保
有
比
率
に
つ
い
て
も
平
均
値
（
東
京
企
業
＝
一
二
・

八
七
％
に
対
し
て
、
非
東
京
企
業
＝
九
・
五
八
％
）
で
有

意
に
高
く
、
外
部
か
ら
の
エ
ク
イ
テ
ィ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を

積
極
的
に
実
施
し
、
短
期
に
Ｉ
Ｐ
Ｏ
ま
で
到
達
し
て
い
る

状
況
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
東
京
企
業
は
、
負
債

に
よ
る
資
金
調
達
で
は
な
く
、
短
期
的
な
成
長
を
目
指
し

て
、
エ
ク
イ
テ
ィ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を
中
心
に
資
金
調
達
を

行
っ
た
結
果
、
自
己
資
本
比
率
を
押
し
上
げ
て
い
る
可
能

性
が
示
唆
さ
れ
る
。

　

企
業
の
成
長
性
に
関
し
て
は
、
成
長
性
を
示
す
変
数
で

あ
る
時
価
簿
価
比
率
で
確
認
を
行
っ
た
。
時
価
簿
価
比
率

は
、
純
資
産
の
時
価
を
簿
価
で
除
す
る
こ
と
に
よ
り
求

め
、
こ
の
数
値
が
高
い
ほ
ど
グ
ロ
ー
ス
（
成
長
企
業
）
で

あ
る
と
み
な
さ
れ
る
指
標
で
あ
る
。
今
回
の
分
析
で
は
、

時
価
に
つ
い
て
は
Ｉ
Ｐ
Ｏ
時
の
公
開
価
格
に
よ
る
時
価
、

簿
価
に
関
し
て
は
Ｉ
Ｐ
Ｏ
期
直
近
の
純
資
産
額
（
連
結

ベ
ー
ス
）
を
用
い
て
算
出
を
行
っ
た
結
果
、
東
京
企
業
が

平
均
値
お
よ
び
中
央
値
の
両
者
に
お
い
て
高
い
状
況
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
収
益
性
に
関
し
て
も
、
Ｉ
Ｐ
Ｏ
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期
直
近
の
経
常
利
益
を
売
上
高
で
除
し
た
経
常
利
益
率
を

見
る
と
、
東
京
企
業
が
有
意
に
高
い
。
経
営
者
の
年
齢
に

つ
い
て
は
、
非
東
京
企
業
が
平
均
値
お
よ
び
中
央
値
と
も

に
五
〇
歳
を
超
え
て
い
る
の
に
対
し
て
、
東
京
企
業
は
平

均
値
（
中
央
値
）
で
四
八
・
六
五
歳
（
四
七
・
〇
〇
歳
）

で
あ
る
。
東
京
企
業
に
お
い
て
は
、
非
東
京
企
業
に
比
し

て
、
若
い
経
営
者
が
短
期
的
な
成
長
を
実
現
さ
せ
て
い
る

状
況
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

図
表
２
の
パ
ネ
ル
Ｂ
に
記
し
て
い
る
Ｉ
Ｐ
Ｏ
の
デ
ィ
ー

ル
に
関
す
る
基
本
統
計
量
に
関
し
て
も
確
認
し
て
お
こ

う
。
上
場
時
の
資
金
調
達
額⑴

の
平
均
値
（
中
央
値
）
に
つ

い
て
は
、
非
東
京
企
業
が
一
六
・
五
七
億
円
（
八
・
五
三

億
円
）
で
あ
る
の
対
し
て
、
東
京
企
業
が
二
八
・
一
八
億

円
（
一
〇
・
八
五
億
円
）
で
あ
り
、
非
東
京
企
業
の
新
規

公
開
の
デ
ィ
ー
ル
サ
イ
ズ
は
小
規
模
で
あ
る
こ
と
が
見
て

と
れ
る
。
初
期
収
益
率
に
つ
い
て
は
、
東
京
企
業
が
平
均

値
（
中
央
値
）
で
八
八
・
七
三
％
（
六
四
・
一
六
％
）
で

あ
り
、
非
東
京
企
業
の
平
均
値
（
中
央
値
）
で
あ
る
六

四
・
一
六
％
（
二
七
・
五
〇
％
）
と
比
し
て
、
東
京
企
業

が
有
意
に
高
い
。
初
期
収
益
率
は
、
公
開
価
格
で
新
規
公

開
株
式
を
取
得
し
、
売
買
開
始
日
に
お
い
て
売
却
を
行
っ

た
投
資
家
が
得
ら
れ
る
リ
タ
ー
ン
を
示
す
。
初
値
は
公
開

価
格
を
上
回
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
現
象
は
、
Ｉ
Ｐ
Ｏ
企

業
か
ら
見
る
と
、
公
開
価
格
の
過
小
値
付
け
（
ア
ン
ダ
ー

プ
ラ
イ
シ
ン
グ
）
が
生
じ
て
い
る
と
さ
れ
、
本
来
で
あ
れ

ば
調
達
可
能
で
あ
っ
た
資
金
を
獲
得
で
き
な
か
っ
た
現
象

と
し
て
捉
え
ら
れ
る⑵

。

　

公
開
価
格
は
、
ブ
ッ
ク
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
機
関
投

資
家
の
評
価
な
ど
を
も
と
に
主
幹
事
証
券
会
社
が
主
体
的

に
決
定
を
行
う
。
Ｉ
Ｐ
Ｏ
企
業
が
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
を
展
開
し
て
い
る
場
合
、
参
考
と
す
る
既
上
場
の
類
似

企
業
も
存
在
せ
ず
、
そ
の
株
価
算
定
は
難
し
い
。
こ
の
よ

う
な
Ｉ
Ｐ
Ｏ
企
業
の
バ
リ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
困
難
な
ケ
ー

ス
で
は
、
ア
ン
ダ
ー
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
水
準
が
大
き
く
な
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る
こ
と
が
よ
く
あ
る
。
東
京
に
本
社
を
置
く
Ｉ
Ｐ
Ｏ
企
業

に
お
い
て
は
、
非
東
京
企
業
に
比
し
て
企
業
価
値
評
価
が

容
易
で
は
な
い
Ｉ
Ｐ
Ｏ
企
業
が
多
い
状
況
に
あ
る
可
能
性

が
示
唆
さ
れ
る
。
こ
の
可
能
性
を
確
認
す
る
た
め
に
、
東

京
と
非
東
京
企
業
の
業
種
の
分
布
の
違
い
を
み
て
み
る
こ

と
に
す
る
。

　

図
表
３
は
、
Ｉ
Ｐ
Ｏ
企
業
の
業
種
に
関
す
る
特
徴
（
非

東
京
本
社
企
業
と
東
京
本
社
企
業
の
比
較
）
を
示
し
て
い

る
。
業
種
の
区
分
に
関
し
て
は
日
経
業
種
分
類
（
中
分

類
）
を
用
い
、
非
東
京
本
社
企
業
と
東
京
本
社
企
業
そ
れ

ぞ
れ
の
業
種
ト
ッ
プ
一
〇
を
記
し
て
い
る
。
業
種
ト
ッ
プ

一
〇
を
見
て
み
る
と
、
非
東
京
企
業
と
東
京
企
業
の
両
者

に
お
い
て
サ
ー
ビ
ス
業
に
属
す
る
ケ
ー
ス
が
最
も
多
い

が
、
そ
の
比
率
は
非
東
京
企
業
が
三
六
・
〇
八
％
に
対
し

て
東
京
企
業
が
六
〇
・
五
七
％
で
あ
り
、
大
き
く
異
な

る
。
サ
ー
ビ
ス
業
に
属
す
る
企
業
に
は
、
シ
ス
テ
ム
開
発

や
Ｅ
コ
マ
ー
ス
を
展
開
す
る
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
チ
ャ
ー
が
数
多
く

図表３　�IPO企業の業種（上位10業種）に関する特徴（非東京本社企業と東
京本社企業の比較）

順位 非東京本社企業 東京本社企業
1 サービス 245 36.08％ サービス 596 60.57％
2 小売業 103 15.17％ 商社 79 8.03％
3 電気機器 53 7.81％ 不動産 74 7.52％
4 商社 42 6.19％ 小売業 53 5.39％
5 不動産 36 5.30％ その他金融 24 2.44％
6 機械 34 5.01％ 電気機器 24 2.44％
7 建設 29 4.27％ その他製造 17 1.73％
8 食品 19 2.80％ 通信 15 1.52％
9 その他製造 16 2.36％ 化学 14 1.42％
10 化学 16 2.36％ 医薬品 13 1.32％
医薬品 13 1.91％ 機械 13 1.32％
非鉄金属製品 13 1.91％ 建設 13 1.32％

合計 619 91.16％ 935 95.02％
〔出所〕　ディスクロージャー実務研究会編『株式公開白書』各年版および『日経会社情報』より作

成。
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含
ま
れ
る
。
東
京
に
お
い
て
は
若
い
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
チ
ャ
ー

が
、
非
東
京
企
業
に
比
し
て
数
多
く
Ｉ
Ｐ
Ｏ
を
実
施
し
て

い
る
こ
と
が
う
か
が
え
、
こ
の
こ
と
が
東
京
企
業
に
お
け

る
若
い
成
長
企
業
で
あ
る
と
い
う
特
徴
の
形
成
の
一
要
因

で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
今
回
の
サ
ン
プ
ル
期
間
に

は
、
初
期
収
益
率
の
高
い
ネ
ッ
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
Ｉ
Ｐ
Ｏ

が
続
出
し
た
二
〇
〇
〇
年
前
後
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ブ

ル
期
が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
が
東
京
本
社
企
業
の

高
初
期
収
益
率
の
一
つ
の
要
因
と
し
て
影
響
し
て
い
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。
業
種
に
関
す
る
順
位
二
位
以
下
で

は
、
小
売
業
の
多
さ
に
違
い
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
小
売
業
に
属
す
る
Ｉ
Ｐ
Ｏ
企
業
に
関
し
て
は
、
非
東

京
企
業
が
一
五
・
一
七
％
で
あ
り
、
東
京
企
業
の
五
・
三

九
パ
ー
セ
ン
ト
に
比
し
て
高
い
数
値
を
示
し
て
い
る
。

三

、
地
域
銀
行
を
メ
イ
ン
バ
ン
ク
と
す

る
Ｉ
Ｐ
Ｏ
企
業
の
特
徴

　

前
節
に
お
い
て
記
し
た
非
東
京
企
業
で
あ
る
六
七
九
社

の
う
ち
、
メ
イ
ン
バ
ン
ク
が
地
域
銀
行
で
あ
る
企
業
（
二

〇
四
社⑶

）
と
都
市
銀
行
で
あ
る
企
業
（
四
四
二
社
）
の
比

較
を
図
表
４
に
記
し
て
い
る⑷

。
こ
こ
で
は
新
規
株
式
公
開

時
の
目
論
見
書
に
お
け
る
取
扱
銀
行
の
最
上
段
に
記
さ
れ

て
い
る
銀
行
を
メ
イ
ン
バ
ン
ク
と
し
た
。
公
募
を
実
施
し

な
い
企
業
（
八
社
）
に
つ
い
て
は
取
扱
銀
行
の
記
載
が
な

い
た
め
、『
会
社
四
季
報
』
に
初
め
て
記
載
さ
れ
た
際
の

取
引
銀
行
の
ト
ッ
プ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
銀
行
を
メ
イ
ン

バ
ン
ク
と
し
た
。
地
域
銀
行
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
と
お

り
、
全
国
地
方
銀
行
協
会
所
属
の
地
方
銀
行
の
ほ
か
第
二

地
方
銀
行
協
会
所
属
の
第
二
地
銀
を
含
め
て
い
る
。

　

図
表
４
を
概
観
す
る
と
、
地
域
銀
行
を
メ
イ
ン
バ
ン
ク
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図表４　�IPO企業の特徴（非東京本社企業における地域銀行と都市銀行をメ
インバンクとする企業の比較）

地域銀行がメイン
バンクの企業（204）

都市銀行がメイン
バンクの企業（442） 検定

平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 t値
中央値 中央値 z値

パネルＡ：新規株式公開企業の特徴に関する基本統計量

自己資本比率（％）
34.17 19.08 38.46 20.66 －2.59 ＊＊＊

31.30 35.25 －2.53 ＊＊

経営者年齢（年）
54.06 9.28 52.85 12.43 1.37
54.00 53.00 1.51

企業年齢（年）
27.81 34.21 22.71 16.24 2.03 ＊＊

23.10 19.08 2.87 ＊＊＊

経常利益率（％）
6.97 9.46 0.72 73.86 1.75 ＊

6.24 6.34 －0.37

公開価格による時価総額（億円）
64.65 79.59 88.86 170.44 －2.46 ＊＊

38.04 45.95 －2.19 ＊＊

時価簿価比率（倍）
5.10 9.36 7.74 15.60 －2.59 ＊＊＊

2.79 3.63 －2.63 ＊＊＊

メインバンクの持株比率（％）
1.49 0.10 0.83 0.06 5.52 ＊＊＊

1.18 0.00 6.11 ＊＊＊

ベンチャーキャピタル保有比率（％）
9.54 13.46 9.86 11.66 －0.31
4.82 4.72 0.28

パネルＢ：新規株式公開のディールに関する基本統計量

初期収益率（％）
50.61 87.23 72.09 97.96 －2.80 ＊＊＊

20.10 31.25 －2.93 ＊＊＊

上場時調達額（億円）
13.18 18.46 17.83 37.68 －2.11 ＊＊

7.77 8.74 －1.89 ＊

（注）　t 値は平均値の差の検定に基づく t 統計量である。z 値はマンホイットニーの U 検定に基づく
z 統計量である。＊＊＊１％で有意、＊＊５％で有意、＊10％で有意。

〔出所〕　ディスクロージャー実務研究会編『株式公開白書』各年版より作成。
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率
が
低
水
準
で
あ
る
こ
と
は
、
Ｉ
Ｐ
Ｏ
企
業
の
成
熟
性
な

ど
の
特
徴
が
影
響
を
与
え
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
上
記
よ
り
、
地
域
銀
行
を
メ
イ
ン
バ
ン
ク
と
す

る
Ｉ
Ｐ
Ｏ
企
業
は
、
資
金
需
要
が
小
規
模
な
業
歴
の
長
い

成
熟
企
業
と
い
う
特
徴
が
浮
か
び
上
が
る
。

　

地
域
銀
行
を
メ
イ
ン
バ
ン
ク
と
す
る
Ｉ
Ｐ
Ｏ
企
業
は
、

成
熟
産
業
に
属
す
る
企
業
が
多
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の

よ
う
な
関
心
の
も
と
、
地
域
銀
行
を
メ
イ
ン
バ
ン
ク
と
す

る
Ｉ
Ｐ
Ｏ
企
業
の
業
種
に
つ
い
て
確
認
し
て
み
よ
う
。

　

図
表
５
は
、
Ｉ
Ｐ
Ｏ
企
業
の
業
種
に
関
す
る
特
徴
（
地

域
銀
行
と
都
市
銀
行
を
メ
イ
ン
バ
ン
ク
と
す
る
企
業
の
比

較
）
を
示
し
て
い
る
。
業
種
の
区
分
に
関
し
て
は
図
表
３

と
同
様
に
日
経
業
種
分
類
（
中
分
類
）
を
用
い
、
地
域
銀

行
と
都
市
銀
行
を
メ
イ
ン
バ
ン
ク
と
す
る
企
業
そ
れ
ぞ
れ

の
業
種
ト
ッ
プ
一
〇
を
記
し
て
い
る
。
業
種
ト
ッ
プ
五
を

み
て
み
る
と
、
地
域
銀
行
と
都
市
銀
行
を
メ
イ
ン
バ
ン
ク

と
す
る
Ｉ
Ｐ
Ｏ
企
業
の
両
者
に
お
い
て
サ
ー
ビ
ス
業
に
属

と
す
る
Ｉ
Ｐ
Ｏ
企
業
は
、
上
場
ま
で
の
所
要
年
数
（
企
業

年
齢
）
が
平
均
値
（
中
央
値
）
で
二
七
・
八
一
年
（
二

三
・
一
〇
年
）
で
あ
り
、
都
市
銀
行
を
メ
イ
ン
バ
ン
ク
と

す
る
企
業
の
平
均
値
（
中
央
値
）
で
あ
る
二
二
・
七
一
年

（
一
九
・
〇
八
年
）
に
比
し
て
長
い
こ
と
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
成
長
性
を
示
す
時
価
簿
価
比
率
に
つ
い
て

は
、
地
域
銀
行
を
メ
イ
ン
バ
ン
ク
と
す
る
企
業
が
有
意
に

低
い
と
い
う
特
徴
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
看
取
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
自
己
資
本
比
率
に
つ
い
て
は
、
都
市
銀
行
を

メ
イ
ン
バ
ン
ク
と
す
る
企
業
が
有
意
に
高
い
。

　

新
規
公
開
の
デ
ィ
ー
ル
に
関
す
る
数
値
に
つ
い
て
確
認

す
る
と
、
地
域
銀
行
を
メ
イ
ン
バ
ン
ク
と
す
る
企
業
は
、

都
市
銀
行
を
メ
イ
ン
バ
ン
ク
と
す
る
企
業
に
比
し
て
、
上

場
時
の
資
金
調
達
額
に
つ
い
て
も
小
規
模
で
あ
り
、
バ

リ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
難
し
い
場
合
に
高
く
な
る
こ
と
が
多

い
初
期
収
益
率
は
有
意
に
小
さ
い
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
こ

の
地
域
銀
行
を
メ
イ
ン
バ
ン
ク
と
す
る
企
業
の
初
期
収
益
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す
る
ケ
ー
ス
が
最
も
多
く
、
そ
の
比
率
は
地
域
銀
行
メ
イ

ン
バ
ン
ク
企
業
が
三
六
・
二
七
％
、
都
市
銀
行
メ
イ
ン
バ

ン
ク
企
業
が
三
六
・
八
八
％
と
ほ
ぼ
同
じ
値
と
な
っ
て
い

る
。

　

サ
ー
ビ
ス
業
の
次
に
多
い
業
種
は
、
地
域
銀
行
と
都
市

銀
行
を
メ
イ
ン
バ
ン
ク
と
す
る
Ｉ
Ｐ
Ｏ
企
業
と
も
に
小
売

業
で
あ
り
、
そ
の
比
率
は
地
域
銀
行
メ
イ
ン
バ
ン
ク
企
業

が
一
八
・
一
四
％
、
都
市
銀
行
メ
イ
ン
バ
ン
ク
企
業
が
一

三
・
三
五
％
と
な
っ
て
い
る
。
三
位
か
ら
五
位
以
下
に
関

し
て
は
、
地
域
銀
行
メ
イ
ン
バ
ン
ク
企
業
が
建
設
（
六
・

八
六
％
）、
機
械
（
六
・
三
七
％
）、
不
動
産
（
五
・
八

八
％
）、
都
市
銀
行
メ
イ
ン
バ
ン
ク
企
業
が
電
気
機
器

（
九
・
〇
五
％
）、
商
社
（
八
・
六
〇
％
）、
建
設
（
七
・

九
二
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
三
位
以
下
で
比
較
的
差
が
大

き
い
の
は
商
社
で
あ
り
、
そ
の
数
値
は
、
都
市
銀
行
メ
イ

ン
バ
ン
ク
企
業
で
は
商
社
の
比
率
が
八
・
六
〇
％
で
あ
る

の
に
対
し
て
、
地
域
銀
行
で
は
商
社
は
三
社
の
み
（
比
率

図表５　�IPO企業の業種（上位10業種）に関する特徴（地域銀行と都市銀行
をメインバンクとする企業の比較）

地域銀行がメインバンク 都市銀行がメインバンク
順位 業種 企業数 比率 業種 企業数 比率
1 サービス 74 36.27% サービス 163 36.88%
2 小売業 37 18.14% 小売業 59 13.35%
3 建設 14 6.86% 電気機器 40 9.05%
4 機械 13 6.37% 商社 38 8.60%
5 不動産 12 5.88% 建設 35 7.92%
6 電気機器 11 5.39% 不動産 22 4.98%
7 食品 8 3.92% 化学 11 2.49%
8 その他製造 6 2.94% 非鉄金属製品 11 2.49%
9 化学 5 2.45% 食品 10 2.26%
10 自動車 4 1.96% 医薬品 9 2.04%

精密機器 9 2.04%
合計 184 90.20% 407 92.08%

〔出所〕　ディスクロージャー実務研究会編『株式公開白書』各年版および『日経会社情報』より作
成。
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四
社
（
三
〇
・
〇
四
％
）
と
四
四
二
社
（
六
五
・
一

〇
％
）
で
あ
っ
た
（
三
三
社
に
つ
い
て
は
地
域
銀
行
お
よ

び
都
市
銀
行
の
ど
ち
ら
で
も
な
い
信
託
銀
行
な
ど
）。
こ

の
東
京
以
外
に
本
社
を
置
く
Ｉ
Ｐ
Ｏ
企
業
六
七
九
社
の
う

ち
地
域
銀
行
を
メ
イ
ン
バ
ン
ク
と
す
る
企
業
の
比
率
は
三

〇
・
〇
四
％
で
あ
っ
た
が
、
地
域
別
に
み
た
場
合
、
こ
の

比
率
は
ど
の
よ
う
に
異
な
る
の
で
あ
ろ
う
か⑸

。

　

図
表
６
で
は
、
図
表
１
で
示
し
た
地
域
別
の
Ｉ
Ｐ
Ｏ
企

業
数
の
中
で
地
域
銀
行
を
メ
イ
ン
バ
ン
ク
と
す
る
企
業
が

ど
れ
く
ら
い
存
在
す
る
の
か
に
つ
い
て
示
し
て
い
る
。
図

表
６
の
数
値
を
見
て
い
く
と
、
地
域
銀
行
を
メ
イ
ン
バ
ン

ク
と
す
る
Ｉ
Ｐ
Ｏ
企
業
の
比
率
は
、
最
小
値
で
あ
る
大
阪

府
は
五
・
〇
四
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
最
大
値
は
四
国

計
の
一
〇
〇
％
で
あ
り
、
大
き
な
バ
ラ
ツ
キ
が
存
在
す

る⑹

。
地
域
銀
行
を
メ
イ
ン
バ
ン
ク
と
す
る
Ｉ
Ｐ
Ｏ
企
業
の

比
率
が
五
〇
％
を
超
え
る
地
域
（
北
海
道
計
、
東
北
計
、

中
部
計
、
中
国
計
、
四
国
計
、
九
州
沖
縄
計
）
の
Ｉ
Ｐ
Ｏ

は
一
・
四
七
％
※
一
一
位
）
と
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に

お
い
て
も
比
率
の
差
が
一
〇
％
を
超
え
る
よ
う
な
業
種
は

な
く
、
図
表
４
で
確
認
を
行
っ
た
Ｉ
Ｐ
Ｏ
を
実
施
し
た
地

域
銀
行
メ
イ
ン
バ
ン
ク
企
業
と
都
市
銀
行
メ
イ
ン
バ
ン
ク

企
業
の
企
業
特
性
の
違
い
を
業
種
で
ク
リ
ア
ー
に
説
明
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

　

Ｉ
Ｐ
Ｏ
を
実
施
し
た
地
域
銀
行
メ
イ
ン
バ
ン
ク
企
業
と

都
市
銀
行
メ
イ
ン
バ
ン
ク
企
業
の
企
業
特
性
は
、
ど
の
よ

う
な
要
因
で
生
じ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
銀
行
の
競
争

状
況
は
地
域
に
よ
り
異
な
る
。
競
争
が
激
し
い
地
域
と
緩

や
か
な
地
域
と
で
は
、
銀
行
の
融
資
対
象
企
業
の
特
性
は

異
な
っ
て
く
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
当
然
の
こ
と
な
が

ら
地
域
銀
行
間
に
お
け
る
競
争
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
地

域
銀
行
と
都
市
銀
行
と
の
競
争
の
観
点
で
初
歩
的
な
分
析

を
試
み
た
い
。
本
稿
に
お
け
る
東
京
以
外
に
本
社
を
置
く

Ｉ
Ｐ
Ｏ
企
業
六
七
九
社
の
う
ち
地
域
銀
行
あ
る
い
は
都
市

銀
行
を
メ
イ
ン
バ
ン
ク
と
す
る
企
業
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
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企
業
数
を
す
べ
て
足
し
合
わ
せ
る
と
、
そ
の
社
数
は
一
五

六
社
と
な
り
、
地
域
銀
行
を
メ
イ
ン
バ
ン
ク
と
す
る
企
業

の
合
計
二
〇
四
社
の
う
ち
の
七
六
・
四
七
％
を
占
め
る
。

地
域
銀
行
を
メ
イ
ン
バ
ン
ク
と
す
る
Ｉ
Ｐ
Ｏ
企
業
の
中

で
、
都
市
銀
行
と
の
競
争
が
緩
や
か
で
あ
っ
た
こ
と
が
示

唆
さ
れ
る
地
域
の
企
業
が
七
割
を
占
め
る
こ
と
が
、
図
表

４
で
示
さ
れ
た
地
域
銀
行
を
メ
イ
ン
バ
ン
ク
と
す
る
Ｉ
Ｐ

Ｏ
企
業
の
特
徴
（
資
金
需
要
の
小
さ
い
業
歴
の
長
い
成
熟

企
業
）
を
形
成
す
る
一
つ
の
要
因
で
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。四

、
お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
証
券
取
引
所
と
地
域
銀
行
の
連
携
が
本
格

的
に
始
動
す
る
こ
と
に
先
立
ち
、
地
域
銀
行
を
メ
イ
ン
バ

ン
ク
と
す
る
新
規
公
開
企
業
は
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
有

し
て
い
る
の
か
に
関
す
る
分
析
を
実
施
し
た
。
本
研
究
に

図表６　地域銀行をメインバンクとする IPO企業数の比率

IPO企業数
地域銀行をメイン
バンクとする IPO
企業数

比率

北海道 32 24 75.00%
東北計 26 15 57.69%
関東計 164 26 15.85%
中部計 65 40 61.54%
愛知県 88 7 7.95%
近畿計 53 8 15.09%
大阪府 139 7 5.04%
中国計 38 23 60.53%
四国計 12 12 100.00%
九州沖縄計 62 42 67.74%
合計 679 204 30.04%

〔出所〕　ディスクロージャー実務研究会編『株式公開白書』各年版より作成。
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お
け
る
主
要
な
発
見
事
項
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

地
域
銀
行
を
メ
イ
ン
バ
ン
ク
と
す
る
Ｉ
Ｐ
Ｏ
企
業
は
、
都

市
銀
行
を
メ
イ
ン
バ
ン
ク
と
す
る
Ｉ
Ｐ
Ｏ
企
業
に
比
し

て
、
資
金
需
要
が
小
規
模
な
業
歴
の
長
い
成
熟
企
業
と
い

う
特
徴
を
有
す
る
。
特
に
、
都
市
銀
行
と
の
競
争
が
比
較

的
緩
や
か
な
地
域
に
お
い
て
は
、
地
域
銀
行
が
融
資
対
象

と
し
て
若
い
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
対
し
て
関
心
を
向
け
る

こ
と
が
少
な
く
、
リ
ス
キ
ー
で
あ
る
も
の
の
高
い
成
長
可

能
性
を
有
す
る
企
業
を
資
本
市
場
へ
と
導
く
役
割
に
関
す

る
貢
献
は
限
定
的
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
述
べ

た
。
し
か
し
、
本
稿
に
お
け
る
分
析
は
初
歩
的
段
階
に
と

ど
ま
っ
て
お
り
、
頑
健
な
検
証
の
実
施
は
今
後
に
お
い
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

地
方
銀
行
の
証
券
子
会
社
が
将
来
的
に
Ｉ
Ｐ
Ｏ
の
主
幹

事
業
務
へ
の
参
入
を
目
指
す
と
い
っ
た
以
下
の
よ
う
な
報

道
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。「
九
州
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ

ル
グ
ル
ー
プ
は
二
〇
二
〇
年
に
も
有
価
証
券
の
元
引
受
業

務
に
参
入
す
る
。
主
幹
事
証
券
会
社
と
し
て
新
規
株
式
公

開
や
上
場
企
業
の
公
募
増
資
を
支
援
し
、
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
げ
る
。
地
銀
系
証
券
が
こ
う
し
た
業
務
を
手
掛
け

る
の
は
全
国
で
も
珍
し
い
。
独
自
色
を
打
ち
出
し
て
非
金

利
競
争
を
有
利
に
進
め
る
狙
い
だ
が
、
実
現
に
は
従
業
員

教
育
な
ど
い
く
つ
か
の
ハ
ー
ド
ル
も
残
る
（『
日
本
経
済

新
聞
』
二
〇
一
七
年
一
〇
月
二
五
日
朝
刊
）。
九
州
フ
ィ

ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
は
、
肥
後
銀
行
と
鹿
児
島
銀
行
と

の
経
営
統
合
に
よ
り
二
〇
一
五
年
一
〇
月
に
設
立
さ
れ
た

金
融
持
株
会
社
で
あ
る
。

　

本
稿
で
用
い
た
二
〇
年
間
の
サ
ン
プ
ル
に
お
い
て
は
、

地
域
銀
行
の
証
券
子
会
社
が
新
規
株
式
公
開
に
お
い
て
主

幹
事
を
務
め
た
ケ
ー
ス
は
存
在
し
な
い
。
九
州
フ
ィ
ナ
ン

シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
取
り
組
み
は
、

現
状
で
は
大
き
な
リ
ス
ク
を
有
す
る
も
の
の
将
来
的
に
は

地
域
の
雇
用
増
加
な
ど
に
貢
献
す
る
可
能
性
を
も
つ
地
方

発
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
、
地
域
銀
行
が
資
本
市
場
へ
と
導
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く
役
割
を
果
た
す
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
る
可
能
性
を
有
し

て
い
る
。

　

先
行
研
究
の
レ
ビ
ュ
ー
で
は
、
同
一
金
融
機
関
に
よ
り

融
資
と
引
受
が
同
時
期
に
行
わ
れ
た
場
合
、
利
益
相
反
の

よ
う
な
マ
イ
ナ
ス
面
よ
り
も
、
情
報
生
産
に
よ
る
プ
ラ
ス

面
が
多
い
と
い
う
エ
ビ
デ
ン
ス
が
数
多
く
提
示
さ
れ
て
い

る
（
例
え
ば
、N

euhannandFarzad2018

な
ど
）。

取
引
企
業
と
の
距
離
に
お
い
て
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
を
持
つ

地
域
銀
行
に
よ
る
融
資
と
そ
の
証
券
子
会
社
に
よ
る
ア
ン

ダ
ー
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
が
同
時
に
実
施
さ
れ
れ
ば
、
よ
り
精

度
の
高
い
情
報
が
生
産
さ
れ
、
上
場
ま
で
の
所
要
年
数
が

短
く
な
る
な
ど
の
効
果
が
現
れ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
検
証
に
つ
い
て
は
、
将
来
的
に
サ
ン
プ

ル
数
が
一
定
数
確
保
で
き
た
段
階
で
実
施
す
る
こ
と
と
し

た
い
。

※　

本
稿
に
は
、
下
関
市
立
大
学
経
済
学
部
の
森
祐
司
教

授
と
の
共
同
研
究
の
成
果
（
船
岡
・
森
、
二
〇
一
八
）

が
含
ま
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
有
り
得
べ
き
誤
り
は

す
べ
て
筆
者
個
人
に
帰
す
る
も
の
で
あ
る
。

【
謝
辞
】

　

本
稿
の
作
成
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
髙
山
浩
二
、
髙
橋

秀
徳
、
松
原
剛
司
、
森
祐
司
、
姚
智
華
の
各
先
生
よ
り
有

用
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
注
）

⑴　

資
金
調
達
額
は
、
公
募
と
売
出
の
両
者
を
足
し
合
わ
せ
て
い
る
。

売
出
に
関
し
て
は
、
オ
ー
バ
ー
ア
ロ
ッ
ト
メ
ン
ト
オ
プ
シ
ョ
ン
に
よ

る
売
出
分
を
含
ん
で
い
る
。
オ
ー
バ
ー
ア
ロ
ッ
ト
メ
ン
ト
オ
プ
シ
ョ

ン
と
は
、
主
幹
事
証
券
会
社
が
既
存
株
主
か
ら
株
式
を
借
り
受
け
、

需
要
動
向
に
応
じ
て
、
当
初
の
予
定
売
出
株
式
数
を
超
過
し
て
売
り

出
す
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
あ
る
。
日
本
で
は
、
二
〇
〇
二
年
に
導

入
さ
れ
て
い
る
（
船
岡
、
二
〇
〇
七
）。

⑵　

日
本
の
Ｉ
Ｐ
Ｏ
を
包
括
的
に
扱
っ
た
文
献
と
し
て
は
、
忽
那
（
二
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〇
〇
八
）、
岡
村
（
二
〇
一
三
）、
お
よ
び
鈴
木
（
二
〇
一
七
）
を
挙

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑶　

メ
イ
ン
バ
ン
ク
が
地
域
銀
行
で
あ
る
企
業
二
〇
四
社
の
う
ち
地
方

銀
行
を
メ
イ
ン
バ
ン
ク
と
す
る
企
業
が
一
七
〇
社
、
第
二
地
方
銀
行

が
三
四
社
で
あ
る
。

⑷　

非
東
京
企
業
（
六
七
九
企
業
）
の
う
ち
メ
イ
ン
バ
ン
ク
が
地
域
銀

行
（
二
〇
四
社
）
お
よ
び
都
市
銀
行
（
四
四
二
社
）
以
外
の
三
三
社

の
メ
イ
ン
バ
ン
ク
は
、
信
託
銀
行
、
商
工
中
金
、
信
用
金
庫
な
ど
で

あ
る
。

⑸　

齋
藤
（
二
〇
一
八
）
で
は
、
三
大
都
市
圏
に
属
す
る
東
京
都
、
千

葉
県
、
埼
玉
県
、
神
奈
川
県
、
愛
知
県
、
京
都
府
、
大
阪
府
、
兵
庫

県
以
外
の
道
県
を
地
方
と
定
義
し
、
二
〇
〇
八
年
か
ら
二
〇
一
七
年

ま
で
の
一
〇
年
間
の
地
方
に
お
け
る
Ｉ
Ｐ
Ｏ
企
業
五
〇
社
の
う
ち
三

〇
社
（
六
〇
％
）
が
地
域
銀
行
（
地
銀
＋
第
二
地
銀
）
を
メ
イ
ン
バ

ン
ク
と
し
て
お
り
、
こ
の
三
〇
社
の
う
ち
の
一
八
社
（
六
〇
％
）
が

地
域
銀
行
か
ら
の
役
員
を
受
け
入
れ
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。

⑹　

斎
藤
（
二
〇
〇
七
）
で
は
、
新
潟
県
に
本
社
を
置
く
三
五
社
の
う

ち
二
五
社
（
七
一
・
四
三
％
）
が
地
方
銀
行
（
第
四
銀
行
＝
二
二

社
、
北
越
銀
行
＝
四
社
、
八
十
二
銀
行
＝
一
社
）
が
メ
イ
ン
バ
ン
ク

で
あ
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
（
第
二
地
方
銀
行
が
メ
イ
ン
バ
ン
ク

で
あ
る
上
場
企
業
は
存
在
し
な
い
）。
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